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不二製油グループのESG経営
～気候変動・フォレスト～

2020年4月6日
不二製油グループ本社株式会社

上席執行役員 最高ESG経営責任者
門田 隆司

※本資料の一部または全部に関する無断での転用・転載はご遠慮下さい

CDP2020 気候変動・フォレスト報告会
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■不二製油グループのご紹介

・1950年創業の食品素材メーカー（B to B）
・2019年度 売上高：4,147億円 連結従業員数：5,874名



■経営の考え方

不二製油グループ憲法＝グループ従業員の行動の原理・原則

ミッション
使命・存在理由

ビジョン
目指す姿

バリュー
行動する上で
持つべき価値観

プリンシプル
行動原則

「人のために働く」 価値観

＝仕事を通して人々・社会の
お困りごとを解決する

社会の一員として、
サステナブル社会実現への貢献を目指す
⇒「社会から必要とされる会社」に！



■ESG経営 推進体制

不二製油グループ本社取締役会

ESG委員会（諮問機関）

管掌CxO・
重点テーマ推進責任者

経営の中核メンバーが参加
・ 委員長：最高ESG経営責任者（C”ESG”O）
・ 委員：CEO、CFO、CAO、CTO、CSO
・ アドバイザー：有識者1名

諮問 答申・報告

任命 報告

• バックキャスト思考での、
マテリアリティ（重点テーマ）
特定に係る審議

• 重点テーマの推進戦略・進捗状況
に関するモニタリング

などを担う

• 重点テーマの目標設定
• グループ会社と連携した実務推進
• ESG委員会への進捗報告

などを担う



■取り組み事例 ①環境

■不二製油グループ 環境ビジョン2030

CDP気候変動への回答を通して勉強

• 「環境ビジョン2030」を策定
• CO2削減目標はSBTi認定を取得

2030年目標 （基準：2016年） 適用

CO2削減
スコープ1&2： 総量で40%削減
スコープ3： 総量で18%削減

グローバル

水使用量削減 原単位で20%削減 グローバル

廃棄物削減 原単位で10%削減 グローバル

資源リサイクル 再資源化率99.8%以上を維持 国内



■取り組み事例 ②サステナブル調達

パーム油

方針 中長期目標

責任あるパーム油調達方針
（2016年）

・森林破壊ゼロ
・泥炭地開発ゼロ
・搾取ゼロ

①2030年までに
農園までのトレーサビリティ100％

②2025年までに
主要子会社の全サプライヤーに
労働環境改善プログラム適用

責任あるカカオ豆調達方針
（2018年）

・農家の生活環境改善
・サプライチェーンの児童労働撤廃
・森林破壊防止と森林保全

①2030年までに
サプライチェーン上の児童労働を
撤廃するため、2025年までに
最悪の形態の児童労働ゼロ

②2030年までに
カカオ栽培地域に対して
緑陰樹などの植樹100万本

カカオ



■取り組み事例 ②サステナブル調達～パーム油の活動例～

１．APT Landscape Initiative（ランドスケープアプローチ）への参画

２．パルマジュ社サプライチェーン改善

2018年～
• トレーサビリティやNGOとの対話の結果、スマトラ
島北部での森林リスクが高いことを認識

• NGO、地元政府、農園、小規模農家、コミュニティ、
ユーザー企業等が連携して地域の森林保護と適切
な労働・社会慣行に取り組むための「ランドスケープ
アプローチ」に参画

• 衛星モニタリング

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

３．サバ州 小規模農家支援

2017年～
・森林問題への対応
⇒地元政府との連携、衛星モニタリング

・強制労働への対応
⇒労働環境改善プログラム、
パスポート返却

NPOやサプライヤー等のステークホルダーと共に、リスク低減活動を推進

2016年～
・小規模農家の農業慣行改善、
認証取得を支援

・累計191軒の
農家がRSPO
認証を新規取得



■取り組み事例 ③食の創造

植物性
食品素材の
代替・分別の
技術力

肉 風

乳製品
風

魚介 風

社会課題

例）大豆ミート

例）豆乳バター

例）ソイウニ

環境

健康

食資源



■今後の挑戦 財務への影響の見える化

ESG 将来の財務情報

具体的に、どのように影響するのか？

テーマ（例）
✓ 気候変動
⇒TCFDの活用
・ 分析の結果：ビジネスチャンス 4度シナリオ＜2度シナリオ
・ CO2排出抑制による経済的効果は・・・？

✓ 生物多様性
・ TNFDの検討
・ 森林や泥炭地保全による財務的影響は…？



ご清聴ありがとうございました


